
ハク トウクワガタとヒメクワカ
ド
タ

北海道の中央高地、夕張山系、日高山系、

知床半島の山々の高山帯には、ゴマノハグ

サ科に属するハク トウクワガタとよばれる

植物が自生 しています。これは、小形の草

本で淡青紫色の美 しい4弁 の花をつけます。

この植物は、カムチャッカや千島列島に自

生するチシマクワガタの花柱が長い変種で

す。一方、本州の中部地方以北の高山帯に

は、ヒメクワガタとよばれるクワガタソウ

属の 1種が自生 していて、北海道のハクト

ウクワガタより全体一まわり小さくした形

で、花 も少 し小さいですが、やはり淡青紫

色の美 しい4弁 の花をつけます。 しかし、

花柱は非常に短 くて、長さ1ミ リ前後 しか

ありません。特に、大雪山の風衝地に生え

松本市  豊  国  秀  夫

るハク トウクワガタは、全体小さくて、 ま

るで本州のヒメクワガタのようです。但 し、

花柱は長 く5ミ リ前後あ り、花から花柱が

突 き出ているのが日立ちます。

現在、ほとんどの植物図鑑で、 ヒメクヮ

ガタとハク トウクワガタは全 く別種扱いに

されています。果た してそれでよいので し

ょうか。

1886年、ロシアのマキシモビッチ (C.」.

Maximowicz)は 、チシマクワガタとヒメ

クワカダは全く同 じと考えて Veronica Ste‐

1leriという学名の下に紹介 し、矢田部良吉

先生 (当時の東京帝国大学教授)が つけた

和名ヒメクワガタも入れて、ペテルスブル

ク (現レエングラー ド)の 学士院紀要31巻

に発表 しました。(第 1図 )
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第 1図 マ キシモビッチのVeronica Stelleriの記事 (1886)
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1903年、矢部吉禎博士は、本州北アルプ  採 用し、鳥海山、月山、自山、駒 ヶ岳 (信

スの高山白馬岳の植物目録を作 り、その中  州 )に 産するヒメクワガタをVerOnica ni‐

で、ヒメクワガタをV.Stelleriと同定 しま  pponica Makinoと いう学名の下で紹介しま

した。1912年に、松村任三先生は、「帝国植  し た (第 2図 )。一方、利尻島、飯豊山、白

物名鑑」を書かれ、その中で、ヒメクワガ  ,吊 岳、立山のクワガタソウには、 V,Ste―

夕を独立種 とする牧野富太郎先生の見解を  1leriの 学名を当て、和名はミヤマクワガタ

としています (第 3図 )。

Veronica nipponica, Alllk.

.■7。,..5職.五五れで‐ん切りα′αι“・ ヒメタフカ°メ

挽 あ.  NiPPO】 l:  TSiOokILiStill,  G■ssRB,  IInkstitl,  1【0〔Btlgtltake

(Sillnil。).

第 2図 「帝国植物名鑑」中のヒメクワガタ

Yellollica Stelleri, PI111.; AIax. AI. B. 憂(II. 501; AIiyabe, Fl. 】Kuril,

254;Yabe,T.B.AI。 (19o3)25.
Aあ,3.」aP. ユrjyamc_れの。7ara. ミヤマグンカ'タ

挽 あ.  I(urile: Sittsiu;  Yezo: rtisiri, NiPPOn: IidesaB, AIt.

SirOullla, Tateyallla.

第 3図 「帝国植物名鑑」中の ミヤマクワガタ
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古海正福氏は、1916年に植物学雑誌の第  ま ま紹介 しました (第4図 )。これにより、

30巻124頁で、松村任三博士の見解をその  北 海道産 (利尻)が ミヤマクワガタに同定
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。 A/101lt.「Ori11` 175t ふIA′rSUAI ultA:
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第 4図 「植物学雑誌」30巻124頁 (1916)
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lratej8L to tlle nora of〕験唖tem Asia rr 127

viridia sed semper parcc aranttnescens infra dense cano‐
tomてコtて災逸 βd 7.5α L

longa et 4 m. 1勉  Panicula t― inalis contracヒI 品 sinora ttauperね  aIIte
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teriales extenoreS brev■ ores Natac aplce acuminatac intimae aplcc obttsataC哉

壺 riostt dorso宙 五di―■―n― atae modiCe aranCOSae margine darc PuFPureOツ
艶 ariosac。

F l― u l i  i m l n a t u r a t iねn t u m宙 d i .

Nom.Jap・Takane‐Litotuba丁omobq(nO▼・)
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瑚堤艦番撤注i亀鹸 1盤
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a&玉
馬距帆

13 P。 40(1820).

▼ar. longistyla KWAGA下 ふ▼ar.no▼ .

St事lus sub anthesin calytt duplo tttploVe Superans.

NOm・」ap.Hakuお 二kuwagata(no▼・)

Specim. examin.

hlanshuHa:

Prov.?:in monte Chanbc‐ pai‐shan〔 長白山〕(T.NttAI Aug。 ■0。■914-TypuG),

ibidem(M.FuRLDEI n.373.Jur,22.1917, II.Hmtt n。
 87. Aug。 ■9■3, I｀ゥMbRI

鵡

鎌 肥 lU A範 閥 汽 a t t」途 mo l a t i s  C l l a B t t J輸 碑 陶 WS軸

Gよ将▲」ul・29,■940).

Area Geogr.Maushuria ohent alpin.

頭花が小形であを醸で樺太やカムチヤツカのものた別けた方がよいと思ふで新姿名をつltてi改に護

表する.

112)ハ ク トウクワガタ (新 愛p

長白山の頂上に唆くチシマクハガグな原種よりも花掌が長く花時に於て尊より2倍 も長い。愛睡

と考へVeronica Stelleri P―N Va■ longlstyla KェTttAMと した。

第 5図  ハ ク トウクワガタの原記載 (1942)

in llerbidis humidiOribus alprよis in rnoIItc Cha撤旨,

Jul. 30。 1940-Typus; Jul・ 27. 1940,(Jul。
 ク8く、1
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されたのはよいとして も、 ヒメクヮガタの

本部 (飯豊山、卜1馬岳、立山)を ミヤマク

ワガタに同定するという混舌しが起 こりまし

た。 この混乱を解決 したのは、武田久吉博

士で、「高山積物図実」 (初版1933、改訂版

1937)および 「植物及動物」3巻 9号 (1936)

で、本州産 を総てヒメクワガタに同定 しま

した。 し か し、北海道産の花柱の長い ミヤ

マクワガタがチシマ クワガタとは異なると

いう点にはお、れ られませんで した。

1929年に大雪山の植物を詳 しく調査 され

た中井猛之進博 上は、北海道の大雪出産の

花柱の長い ミヤマクワガタに V.yesoensis

Nakaiと 命名、新種 として1930年に発表 さ

れました。一方、満洲の植物 を研究されて

いた北川政夫先生 (現横浜国立大名誉教授)

は、満洲 と朝鮮 との回境部の長白山の花柱

の長いチシマクワガタに対 し、1942年に「大

陸科学院研究報告」 6巻 4号 で V.Stelleri

var.longistyla Kitagawaの学名と、 ハ ク

トウクワガタという和名を発表 されました

(第 5図 )。ラテン文原記載は「花柱 (stylus)

は花期に(sub anthesin)草 より(calycem)

2イ苦あるいは 3イ音 (dllplo triplove)長 い

(superans勝 っている)」という意味です (

「花期に」は普通は
“
sub anthesi"を 使い

ます。その当時は、誰 も、満洲の長白山 (日

本名 「白頭山」)の クワガタソウが】L海道の

大雪山のクワガタソウと全 く同 じ形である

という事には気がつ きませんで した。それ

を明らかにされたのは原寛先生で、1944年

に、「l直物研究雑誌」20巻 3号 で、中井先生

が1930年に発表された大雪山の V.yesoensis

とハ ク トウクワガタが同 じものであること

を発表 されました (第 6図 )。「国際植物命

名規約」では、1935年 以前に発表された新

分類群は、ラテン文の記載がな くて も、現

Veronica Stelleri l)、 1「 、、 ぐ、 Ll、 K ill ぷ PREヽ GEL,S(HRADER Ct Iッ INK‐ Jlthrb. I-3,
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一 ごェ1 4 、1 l s 占o  i l l  i ッi l j i t i l ( l t t  l l . 1 5 7 ( 1 単2 ア) 一 : ちパ 官R I A そヽ 1 1 1 1 ) C . P r o d x l . X , 4 H l ( 1 8 4 ( i ) 一

1 2 E l , E I " O U Rゃ ! F l .」そ̀ ) s s .  L I I , 2 1 T ( l H + 7 )一 一 lヽ AヽIふ〔0 ヽヽ l C Z  i l l  1 3 u l l . ノゝ(】F i ( 1 . S c t  S t . 1 'こt c r s b .

X X X = , T ! ( 1 8 A 6 ) ,く ぺ(サ1 . 1 ) l  c、N i l ) 1 )くりi l一 【`【Y AはE・F l .氏 〔1 1 1 1 , I s . 2 5 4 ( 1 8 9い)一 Y A B E
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H-2,昂 73(11'1せ),(11101t(li)iゃぐ、 iヽ,1lsi【1-「uRUA〔【itt Bot Iヽag.Tok)o XttX,124

(lt'1{;),1)r01):litC-1■、NE「ッ〕″il、】t1lolorfi XNI11,14(1921)一―KuI乃,「l,Pィil:111】.

1う4 ( 1 1 ) 2 2 ) - 1でb A I R ) i , l  r E l ) D F , i t C l ) 1■i l〕. 1 2 , 2 4 ( 1 1 ) 2 8 )―- 1 l U L T t t N ,「1 . K l l l】、t , I｀
マ
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' 1 ｀

A ■' E ヽヽA I ( 【i 】l  T l : I 】Ⅲs . tヽ i l ) 1 ) 0 1 0  N t i t . I I i s t  S o にヽ I ,

2 0 4 ( 1 1 ) ! ' 1 ) ;  i l l  l号 ( 1 1 1  1 3 1 ( ) t r (ヽ 0丹 ,・ ふ ( ) ( j  J t、 1 ) Iヽ
I - 4 ,  2 1 ) 8 ( l t ' 3 4 )一 一 T A T Eヽ

・
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第 6図  原 寛 (1944)の論文の一部
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代語の記載があれば正式発表扱いにされま

すが、中井先生の V.y e s o e n s i sの発表は、

日本語のご く短 い特徴記述 しかな く、タイ

プ標本の指定 もありませんので、194 2年発

表の北川先生の発表を正式発表であると解

する原先生の見解に私は従いたいと思いま

す。原先生は、同時に本州産の ヒメクワガ

タに 1新変種 シナノヒメクヮガタV.n i p p o‐

nica vareshinano‐alpina Haraを 力口えらオ他

ました (第 7図 )。この新変種のラテン語記

載文は「さく果は (cap s u l a )先端 (ap i c e )

0屯頭 (obtusa)ま た封よ(vel)F司豆頁(rOtun_

data)で薯より(calyce)非常に (valde)

突出する (exserta)」という意味です。

ハク トウクワガタの基本種であるチシマ

クワガタ(Vostelleri)は、花柱の長さが1.5～

3ミ リ程度で短 く、葉の幅が広 くて広卵形

ですが、北海道の知床半島産は、葉の形は

基準形に近いが花柱は3.5～4ミ リとなり、

夕張岳産は、葉の幅は少 し狭 くなりますが

VerOnica nipponica 卜 【AI(lNO CX IヽATSuA〔URA, IIld. 1)1` JaP. II-2, 572(1〔)12),

110111, 1lud.; Sl10k[【1)utstl_ヽlcii Qd. t), II, 414(19ユ6)1lo〕11. 1lud.―「uRUM1 11l BOt.

A l t i g . 1 1 0 k y o  X X X , 1 2 0 R 1 2 4 ( 1 9 1 , )一 l` A K I N O  c t  N E M O T o , F l .ザ aP・ed . 1 , 2 3 3

( 1 9 2 5 ) ,  e t t c l . c x  T i s i l l、 : 1 _｀ I A l ( I N O  c t  T A N A X A ,  A l a l l .「 l . N i P】 ) o l 1  5 2 2 ( 1 9 2 7 )一 一

TAKttDA,1(5zFill Syokul)utに1‐Zui,1)1.55(1033),c(1.2,1)1.TO(1937),in Bot`&Z001.
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第 7図 原寛シナノヒメクワガタの原記載 (1944)
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花柱は比申交的矢=くて、3.5～ 4ミ リほどです。

ところが、大号山の高山帯の風衝申地の も

のは、全体小さく、菜 も格円形で、幅 も狭

く、小さくな ります。 しか し、イと柱の長さ

は 4～ 6ミ リと長 く、外形だけでは本州の

ヒメクヮガタとほとんど違わないのに、花

柱だけは長いのです (第 8図 )。以 11の点か

ら、程、は次のように考えました。

すなわち、チシマクワガタ (基準標本産

地 :カ ムチャッカ)、ヒメクワガタ (基準標

本産地 :rl山 )お よびJL米大陸に分布する

V.wormskloldii(基 準標本産地 :グ リーン

ラン ド)は、恐 らく周北極要素であるV.al―

pina(基 準標本産地 :ヨ ーロッパの高山)(第

9図 )か ら分化 した もので、種 としてはチ

シマ クワガタ、V.wormskloldti,V.alpina

の 3種 に分化 している。ハク トウクワガタ

とヒメクワガタはチシマ クワガタから分化

したが、それぞれ分化の時期が違い、 ヒ メ

クワガタの方が、本州の高山への適応 とい
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A.長 野県将基頭山 (2,500+万)、 B.
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(2,400+万)、 E.北 海道大守山白雲岳
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第 8図  ヒ メクワガタ (B)、シナノヒメクワガタ (A、 C、

およびエゾノヒメクヮガタ (E・ G)の 葉の形

D )



う事で、 よ リキユく分化 した。

そこで、整理 したのが、次の学 名です。

戸ヽeronica stelleri Pallas ex Link

s s p . s t e l l e r i  v a r . s t e l l e r iチシマ クワガタ

ssp.stelleri var.longistyla Kitaga、vaハ

ク トウクワガタ(別名エゾノヒメクワガ タ)

ssp.nipponica (いVIakino)Toyokuniヒ

ズクワガタ

ssp.nipponica var.shinanoalpina(lHa,

ra)Toyokuniシ ナ ノヒメクワガタ

以_11のデ汁名は、拙 文
・
On the systematic

positiOn of the socalled ヽ
戸eronica nip―

pOnica(Scrophulariaceae)"イf手州1大
デ
汁教

養部紀要22号 (1988)に 11:式発表ずみです。
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図 周 北極要素の V.a l p i n a
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